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第２回島田市高齢者保健福祉計画等策定委員会 事前質問等に対する回答 

資料 頁 質問・意見 回答 

３ ４ No.6 一般介護予防事業評価事業 

＜質問＞ 

島田市地域ケア会議で、一般介護予防事業をはじめ、総合事業全体

的に評価し、その結果に基づき事業の改善に繋げるための意見を聞

いているとのことですが、具体的にどんなことが改善されたか教え

ていただきたいです。 

＜意見＞ 

令和元年の厚生労働省によると『一般介護予防事業等の推進方策に

関する検討会』の資料より「地域の実情を把握するための調査の実

施にあたっては、介護保険事業計画の評価等を行う上で必要な項目

を適切に選定し、調査結果に基づいて評価を行い、計画の見直しを

行うこと。また、調査結果につい て、介護予防普及啓発 

事業の活用をする等、住民への情報提供に留意すること。」とされて

います。 

そのため、一般介護予防事業評価事業で、パワーリハビリやしまト

レ等の効果について明らかにし、事業効果を市民に啓発し、参加者

を増やしていくことが出来ればよいと考えました。 

さらに、介護予防の促進のため、国からの財政的インセンティブが

もらえる保険者機能強化推進交付金における評価指標と整合性を取

ることが求められています。 

そのため、交付金の評価指標に合わせた一般介護予防事業評価事業

を実施することが出来ればよいと考えました。 

地域ケア会議において、いただいたご意見の中には、「計画に対する

実績も大切ですが、現場や実状を把握しての活動が大切」「介護予防

事業は、介護になる前はもちろんですが子供から 50歳代、要支援の

方などが気軽に参加できる（しまトレのような）地域に密着した事

業を期待します」などがありましたので、本年度は、今まで以上に、

現場に出向き地域の皆様のご意見、ご要望を伺いながら現状把握に

努めているところです。 

また、本年度は、しまトレとｅスポーツ事業の普及を図るため、「し

まトレ交流大会＆e スポーツ体験会」を市内６地区（中学校区）５

会場で開催し、中学生や高校生、大学生がボランティアスタッフと

して参加することで多世代間交流を図りました。 

 

パワーリハビリやしまトレ等の効果の検証については、体力測定や

体組成計による計測、健康相談等を定期的に実施しているところで

すが、検証結果（事業効果）を活用できるまでのデータ化や分析等

までは至っていない状況です。 

また、本年度の保険者機能強化推進交付金の評価指標の項目では、

各事業に関する効果の検証や分析、そのデータ化やデータ活用、見

える化等に係る評価項目が多く追加されており、ご意見のとおり、

交付金の評価指標で求められている指標に合わせた施策を実施して

いく必要があると考えています。 

３ ５ No11 生きがい活動支援通所事業 

＜質問＞ 

「現状や課題等」の文章で「利用者の高齢化が進み…」の文章が 2

度記載されているため、間違いでしょうか？ 

ご指摘ありがとうございます。記載誤りです。失礼いたしました。 

追加資料 
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資料 頁 質問・意見 回答 

３ 13 No42 通いの場等での健康教育・健康相談 

＜質問＞ 

計画値に近い数字で、取り組み状況も達成できているが、通いの場

支援主管課との連携が難しく、別々の支援になってしまっていると

いう課題があるようですが、その解決策は検討されていますか？ 

令和５年度からは、包括ケア推進課と連携し、新規立ち上げの通い

の場に関わることとし、情報共有しながら進めていけるようにして

いきたいと考えています。 

３ 14 No.44 シニアトレーニング指導員養成講座事業 

<意見> 

シニアトレーニングの広報に関して、非常に苦労されているかと思

います。 

そこで、Ｎｏ23の就業等の支援において、シルバー人材センター等

にこちらの講座等を個別に紹介してもらうことができれば、周知す

る幅が広がると思いました。 

シルバー人材センターとの連携については、令和４年度は、当該講

座の申込用紙や事業のチラシ等をセンターに登録している高齢者に

配布していただくようお願いしました。また、理事会において意見

交換を行うとともに、当該講座やしまトレ、ふれあい、居場所、ｅ

スポーツ、高齢者あんしんセンターなど、各事業の説明を行い、高

齢者への周知にご協力いただいています。 

令和５年度は、プラザおおるりホールで開催したシルバー人材セン

ター総会において、当該講座や各事業を紹介させていただくことで、

登録している高齢者への周知を図りました。 

ご意見いただきました「№23の就業等の支援」の場においての広報

については、検討していきたいと考えています。 

 


